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は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の

瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て

い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
自
転
車
で
走
行
中
に
市
道
上
に

固
定
さ
れ
て
い
た
緑
石
に
衝
突
し
て
転
倒
し
、
障
害
を
負

っ
た
原
告
が
道
路
管
理
者
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
二
条
一

‐三 者 .
　
　
　 　 　

項
に
基
づ
き
、損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
を
取
り
上
げ
、

道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
お

け
る
判
断
を
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

事
案
の
概
要
等

1

事
案
の
概
要

本
件
は
、
自
転
車
で
走
行
中
に
市
道
上
に
固
定
さ
れ
て
い

た
緑
石

(以
下

｢本
件
緑
石
｣
と
い
う
。)
に
衝
突
し
て
転

倒
し
、
四
肢
麻
痺
等
の
後
遺
障
害
を
負
っ
た
A
、
そ
の
妻
で

あ
る
一
審
原
告
B
子
及
び
そ
の
子
で
あ
る
一
審
原
告
C
が
、

市
道
を
管
理
し
て
い
る
一
審
被
告
に
対
し
、
一
審
被
告
の
道

路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
し
て
、
国
家
賠
償

法
第
二
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
損
害
の
賠
償
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
訴
え
提
起
、
第
一
審
係
属
中
に
A
が
死
亡
し
た
の
で
、

同
人
の
地
位
を
妻
で
あ
る
原
告
B
子
が
承
継
し
、
損
害
賠
償

金
等
の
支
払
を
求
め
る
事
案
で
あ
る
。

原
判
決
は
、

一
審
原
告
ら
の
請
求
中
、
一
審
被
告
に

対
し
、
一
審
原
告
B
子
に
つ
き
、
損
害
賠
償
金
二
、
一

一
六
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み

ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金

の
支
払
を
求
め
る
限
度
で
、
一
審
原
告
C
に
つ
き
、
損

害
賠
償
金
五
五
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら

支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅

延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
限
度
で
そ
れ
ぞ
れ
認
容
し
、

一
審
原
告
ら
の
そ
の
余
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。

一
審
原
告
ら
及
び
一
審
被
告
は
、
原
判
決
の
各
敗
訴
部
分

に
つ
い
て
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴
を
申
し
立
て
た

(な

お
、
一
審
被
告
の
控
訴
状
の
控
訴
の
趣
旨
に
は
、
｢原
判
決

を
取
り
消
す
。｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
控
訴
理
由
に
照

ら
し
、
原
判
決
中
、
一
審
被
告
の
勝
訴
部
分
ま
で
取
消
し
を

求
め
る
趣
旨
で
は
な
く
、
一
審
被
告
の
敗
訴
部
分
に
限
り
取

消
し
を
求
め
る
趣
旨
と
解
す
る
。)。

自
転
車
走
行
中
に
市
道
上
で
固
定
さ
れ
て
い
た
緑
石
に
衝
突
し
て

転
倒
し
た
事
故
に
お
い
て
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例
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2

争
い
の
な
い
事
実
等

の

当
事
者
等

ア

A
は
、
後
記
の
本
件
事
故
に
よ
り
、
四
肢
麻
痺
等

の
後
遺
障
害
を
負
い
、
そ
の
後
、
本
訴
訟
第
一
審
係

属
中
に
死
亡
し
た
者
で
あ
り
、
原
告
B
子
は
、
A
の

妻
で
あ
り
、
原
告
C
は
、
A
の
二
男
で
あ
る
。

イ

本
件
事
故
現
場
の
概
略
は
、
別
図
の
と
お
り
で
あ

り
、
被
告
は
、
本
件
道
路
と
本
件
緑
石
の
所
有
者
か

つ
管
理
者
で
あ
る
。

②

本
件
事
故
の
発
生

A
は
、
平
成
一
三
年
一
一
月
一
七
日
午
後
八
時
こ

ろ
、
千
葉
県
佐
倉
市
路
上
に
お
い
て
、
自
転
車
で
走

行
中
、
市
道
上
に
固
定
さ
れ
て
い
た
本
件
緑
石
に
衝

突
し
て
転
倒
し
た
。

A
は
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
神
経
原
性

シ
ョ
ッ
ク
、
頸
髄
損
傷
と
診
断
さ
れ
た
。

③

A
の
後
遠道
障
害

病
院
の
医
師
は
、
平
成
一
四
年
三
月
四
日
、
A
に

つ
い
て
、
四
肢
完
全
麻
痺
、
神
経
因
性
膀
胱
、
呼
吸

筋
麻
痺
と
診
断
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
別
表
に
掲

げ
る
障
害
1
級
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
。

@

A
は
、
平
成
一
六
年
五
月
一
七
日
、
転
移
性
肺
癌

に
よ
り
死
亡
し
た
。

3

争
点

本
件
に
お
け
る
争
点
は
、
①
被
告
の
本
件
道
路
の
設
置

又
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
、
②
本
件
事
故
と
死

亡
と
の
間
の
因
果
関
係
の
有
無
、
③
損
害
額

(略
)、
④

過
失
相
殺
の
四
点
で
あ
る
。

二

主
な
争
点
と
当
事
者
の
主
張

-

一
審
原
告
ら
の
控
訴
の
趣
旨

の
原
判
決
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

②

一
審
被
告
は
、
一
審
原
告
B
子
に
対
し
一
億
｢

五
〇
〇
万
円
、
一
審
原
告
C
に
対
し
二
〇
〇
万
円
及

び
各
金
員
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年

五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
そ
れ
ぞ
れ
支
払
え
。

③

一
審
被
告
は
、
一
審
原
告
ら
に
対
し
、
八
〇
〇
万

円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で

年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え

2

一
審
被
告
の
控
訴
の
趣
旨

①
原
判
決
中
一
審
被
告
敗
訴
部
分
を
取
り
消
す
。

②
上
記
取
消
し
に
係
る
一
審
原
告
ら
の
請
求
を
棄
却

す
る
。

3

争
点
に
関
す
る
当
事
者
の
主
張

=

本
件
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

《原
告
ら
の
主
張
》

ァ
の

本
件
道
路
は
、
京
成
佐
倉
駅
に
向
か
っ
て
、

若
干
、坂
を
下
っ
て
い
く
一
方
通
行
路
で
あ
り
、

一
方
通
行
の
進
行
方
向
か
ら
見
て
左
側
に
は
駐

車
車
両
が
多
く
、
通
常
、
車
両
は
右
側
を
走
行

し
て
い
る
。

の
本
件
道
路
の
右
側
の
歩
道
と
車
道
の
区
分
と

し
て
、
白
線
が
あ
る
が
、
不
鮮
明
な
と
こ
ろ
も

多
い
。

⑨
歩
道
幅
は
、
白
線
か
ら
約
一
･
五
m
で
あ
る

が
、
本
件
道
路
に
面
し
た
商
店
D
、
商
店
E
の

境
の
前
に
大
き
な
電
柱
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、

約
一
･
二
m
と
な
っ
て
い
る
。

⑭
電
柱
か
ら
京
成
佐
倉
駅
方
面
に
向
か
っ
て
約

五
〇
皿
先
に
、本
件
緑
石
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

イ

本
件
緑
石
付
近
は
、
歩
道
を
照
ら
す
照
明
施
設

は
何
も
な
く
夜
八
時
こ
ろ
に
は
暗
く
な
り
、
夜
間

に
自
転
車
で
本
件
緑
石
付
近
を
走
行
す
る
と
、
本

件
緑
石
の
存
在
に
気
が
つ
き
に
く
く
、
本
件
緑
石

に
衝
突
す
る
危
険
性
は
大
き
い
。
加
え
て
、
A
の

進
行
方
向
か
ら
す
る
と
、
坂
を
下
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
の
で
、
速
度
が
増
し
て
、
な
お
さ
ら
危
険

な
状
態
と
な
る
上
、
本
件
緑
右
手
前
に
、
歩
道
の

約
三
分
の
一
を
塞
ぐ
よ
う
な
形
で
電
柱
が
あ
る
の

で
、
自
転
車
を
走
行
さ
せ
て
い
る
と
、
電
柱
に
気

を
と
ら
れ
て
し
ま
う
。

付
近
住
民
は
、
緑
石
に
よ
る
衝
突
事
故
を
憂
慮

し
て
お
り
、
本
件
事
故
発
生
前
に
も
本
件
緑
石
の

手
前
約
五
m
く
ら
い
の
商
店
D
店
前
に
あ
っ
た
同

型
の
緑
石
を
撤
去
さ
せ
て
お
り
、
か
つ
、
被
告
は
、

本
件
事
故
発
生
後
の
平
成
一
三
年
一
一
月
下
旬
に

は
、
本
件
緑
石
と
そ
の
先
に
あ
っ
た
緑
石
の
二
個



を
撤
去
し
て
い
る
。

ウ

以
上
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
緑
石
と
そ
の
道
路
を

管
理
し
て
い
る
被
告
は
、
本
件
緑
石
付
近
を
走
行

す
る
自
転
車
が
、
誤
っ
て
本
件
緑
石
に
衝
突
し
な

い
よ
う
に
夜
光
塗
料
な
ど
で
表
示
す
る
か
、
あ
る

い
は
、
こ
れ
を
撤
去
す
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
講

ず
る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
、
何
ら
そ
の
よ
う
な
安

全
対
策
措
置
を
と
ら
ず
、
危
険
な
状
態
で
放
置
し

て
、
設
置
管
理
義
務
を
怠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本

件
緑
石
を
含
む
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
つ
い
て

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

《被
告
の
主
張
》

ア

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
に
い
う
営
造
物
の
設
置

又
は
管
理
の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ

き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
営
造
物

が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
か
否
か
の
判
断

は
、
当
該
営
造
物
の
構
造
、
本
来
の
用
法
、
場
所

的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
の
諸
般
の
事
情
を
総
合

考
慮
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。

イ

本
件
緑
石
は
、
歩
車
道
の
区
別
を
す
る
た
め
と

い
う
本
来
の
用
法
の
た
め
に
本
件
道
路
に
設
置
さ

れ
、
歩
車
道
の
区
別
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
設
置
に
は
何
ら
の
瑕
疵
も
な
い
。

ウ
の

本
件
緑
石
は
、
夜
間
で
も
十
分
な
明
る
さ
の

下
に
あ
り
、
歩
行
者
及
び
前
照
灯
を
点
灯
し
通

常
の
速
度
で
走
行
す
る
自
転
車
に
と
っ
て
十
分

視
認
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

の
本
件
緑
石
は
、
本
件
路
側
帯
の
幅
員
二
･
二

m
の
約
一
〇
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
0
･
二
m
を

占
拠
す
る
状
況
に
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。

仂
本
件
緑
石
と
路
側
帯
白
線
と
の
間
隔
は
、

0

･
七

m
あ
り
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
が
通
行

す
る
の
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ

っ
た
。

粁

自
転
車
が
道
路
の
進
行
方
向
右
側
を
通
行
す

る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
て
い
な
い
の

で
あ
り
、
本
件
緑
石
の
手
前
に
電
柱
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
自
転
車
の
運
転
手
が
本
件
緑
石
に

気
づ
か
な
い
と
い
う
の
は
、
合
理
的
な
理
由
と

は
い
え
な
い
。

㈲
本
件
事
故
ま
で
、
本
件
緑
石
に
衝
突
す
る
事

故
が
あ
っ
た
と
い
う
報
告
は
全
く
な
い
。

仂

以
上
の
よ
う
な
事
情
を
総
合
考
慮
す
れ
ば
、

本
件
緑
石
が
残
存
し
て
い
る
状
況
は
道
路
が
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く
も
の
と
は
い
え

ず
、
本
件
道
路
の
設
置
又
は
管
理
に
瑕
疵
は
な

い
。

エ

ま
た
、
A
は
、
大
量
に
飲
酒
の
上
、
相
当
の
ス

ピ
ー
ド
で
自
転
車
を
走
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ

て
、
本
件
道
路
を
管
理
す
る
に
当
た
り
、
A
の
よ

う
な
極
め
て
危
険
で
無
謀
な
運
転
を
す
る
通
行
者

を
予
見
し
、
そ
の
者
の
安
全
を
も
確
保
す
る
措
置

を
と
る
こ
と
は
、
道
路
管
理
者
が
な
す
べ
き
安
全

性
確
保
の
範
蠕
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る

措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
被
告
が
責

任
を
負
う
こ
と
は
な
い
。

②

因
果
関
係
に
つ
い
て

《原
告
ら
の
主
張
》

A
の
直
接
死
因
は
、
肺
癌
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
に
よ

る
受
傷
及
び
そ
の
合
併
症
の
た
め
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た

の
で
あ
り
、
免
疫
力
、
抵
抗
力
が
徐
々
に
確
実
に
低
下
し

た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
仮
に
抵
抗
力
が
低
下
し
て
い
な

け
れ
ば
、
直
接
死
因
で
あ
る
肺
癌
に
罹
患
し
な
か
っ
た
可

能
性
が
高
く
、
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に
は
因
果

関
係
が
あ
る
。

《被
告
の
主
張
》

A
の
直
接
死
因
で
あ
る
肺
癌
は
、
本
件
事
故
前
の
平
成

一
三
年
一
月
に
摘
出
術
を
受
け
た
直
腸
癌
か
ら
の
転
移
で

あ
り
、
本
件
事
故
と
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
は
な
い
。

③

過
失
相
殺
に
つ
い
て

《被
告
の
主
張
》

A
は
大
量
飲
酒
の
上
、
相
当
の
ス
ピ
ー
ド
で
自
転
車
の

走
行
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
発
生
に
つ

い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
発
生
し
た
結
果
拡
大
に
つ
い

て
も
相
当
の
過
失
が
あ
る
。

《
原
告
ら
の
主
張
》

A
は
、
本
件
事
故
当
日
、
缶
ビ
ー
ル
を
コ
ッ
プ
に
一
杯

弱
ほ
ど
飲
ん
だ
だ
け
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
当
時
、
正
常



に
自
転
車
の
操
作
連
行
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
A
に
過

分
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、道
路
の
西
側
半
分
に
は
、

京
成
佐
倉
駅
方
面

(北
側
)
に
向
か
っ
て
走
行
す

矢
は
な
い
。

駐

ミ

多
い
。

日笏
日
、
首

り

脾
ナ

･則

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

主

文

圏
一
審
被
告
の
控
訴
に
基
づ
き
、
原
判
決
中
、
一
審
被
告

と
一
審
原
告
B
子
に
関
す
る
部
分
を
、
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

①

一
審
被
告
は
、
一
審
原
告
B
子
に
対
し
、
一
、
八

七
二
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済

み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

②

一
審
原
告
B
子
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

剛
一
審
原
告
ら
の
控
訴
、
一
審
被
告
の
一
審
原
告
C
に
対

す
る
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

四

判
断
の
理
由

ー

本
件
道
路
の
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て

①
証
拠
等
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
各
事
実
が
認
め
ら
れ

る
。

ア

本
件
事
故
現
場
は
、
新
町
方
面

(南
側
)
か
ら

京
成
佐
倉
駅
方
面

(北
側
)
に
向
か
い
、
一
方
通

行
の
規
制
が
あ
り
、
長
い
下
り
坂
に
な
っ
た
幅
員

一
二
m
の
直
線
の
市
道
上
で
あ
る
。本
件
道
路
は
、

本
件
事
故
現
場
付
近
で
は
、
西
側
部
分
に
は
歩
道

が
設
け
ら
れ
、車
道
の
幅
員
は
約
五
･
八
五
m
で
、

そ
の
東
側
部
分
に
は
幅
約
二
･
一
面

の
路
側
帯
部

駐
車
車
両
が
多
い
。

イ

本
件
緑
石
は
、上
記
路
側
帯
部
分
に
存
す
る
が
、

従
前
、
本
件
道
路
の
東
側
の
歩
車
道
の
境
界
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
他
の
緑

石
は
、
荷
物
の
搬
入
出
の
邪
魔
に
な
る
な
ど
の
要

望
に
応
じ
、
ほ
と
ん
ど
が
撤
去
さ
れ
た
た
め
、
本

件
事
故
当
時
、
本
件
緑
石
及
び
そ
の
北
側
約
五
m

先
に
あ
る
別
の
緑
石
の
二
つ
の
み
が
残
さ
れ
て
い

た
。
本
件
緑
石
付
近
に
は
、
街
路
灯
等
の
照
明
設

備
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ウ

本
件
緑
石
の
形
状
片
幅
約
一
九
皿
、
長
さ
約
六

〇
皿
、
高
さ
約
一
〇
数
m
で
、
新
町
方
面
か
ら
進

行
す
る
と
、
そ
の
手
前

(南
側
一
･
四
七
m
の
地

点
で
、
本
件
緑
石
よ
り
東
側
約
0
･
三
六
m
の
位

置
)
に
、
電
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

エ

A
は
、
新
町
方
面
か
ら
京
成
佐
倉
駅
方
面
に
向

か
い
、
本
件
道
路
の
東
側
路
側
帯
を
自
転
車
で
走

行
中
、
本
件
緑
石
に
気
づ
か
ず
、
こ
れ
に
自
転
車

を
衝
突
さ
せ
て
し
ま
い
、
そ
の
衝
撃
で
身
体
を
一

回
転
さ
せ
て
別
の
緑
石
の
先
付
近
に
頭
か
ら
落
下

し
た
。

オ

本
件
事
故
後
、
被
告
は
、
本
件
緑
石
を
含
め
二

つ
の
緑
石
を
撤
去
し
た
。

②
ア

上
記
認
定
事
実
か
ら
す
れ
ば
、
自
転
車
運
転
者

が
、
本
件
道
路
東
側
を
新
町
方
面

(南
側
)
か
ら

る
場
合
、
道
路
西
側
の
駐
車
車
両
を
避
け
て
東
側

を
走
行
し
て
く
る
自
転
車
運
転
者
に
と
っ
て
は
、

本
件
道
路
が
長
い
下
り
坂
に
な
っ
て
お
り
、
前
記

電
柱
を
避
け
て
本
件
事
故
現
場
付
近
の
路
側
帯
を

通
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
す
ぐ
先
に
本
件

緑
石
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
何
ら

走
行
に
支
障
の
な
か
っ
た
道
路
上
に
、
突
如
と
し

て
危
険
な
障
害
物
が
出
現
す
る
と
い
う
状
況
で
あ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
加
え
て
、
本
件
事
故
以
前

に
も
た
び
た
び
緑
石
に
衝
突
し
て
怪
我
を
し
た
例

が
あ
り
、
被
告
は
、
本
件
事
故
後
に
、
本
件
緑
石

を
撤
去
し
て
い
る
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
、
本
件

道
路
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る

イ

他
方
、
A
が
路
側
帯
部
分
を
通
行
し
た
こ
と
自

体
は
問
題
が
な
く

(道
路
交
通
法
十
七
条
の
二
参

照
)、
ま
た
、
A
が
大
量
の
飲
酒
な
ど
に
よ
り
、

通
常
全
く
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
危

険
な
運
転
行
為
を
行
い
、
こ
れ
が
原
因
で
本
件
事

故
を
惹
起
し
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

い
。

ウ

そ
う
す
る
と
、
被
告
の
本
件
道
路
の
設
置
又
は

管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で

あ
る
。



因
果
関
係
に
つ
い
て

①
A
の
直
接
死
因
が
転
移
性
肺
癌
で
あ
る
こ
と
、
そ

れ
が
本
件
事
故
前
に
切
除
術
の
行
わ
れ
た
直
腸
が
ん

の
転
移
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
当

事
者
間
に
争
い
が
な
い
。

②
証
拠
に
よ
れ
ば
、
｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し
な

い
が
I
欄

(直
接
死
因
等
)
の
傷
病
経
過
に
影
響
を

及
ぼ
し
た
傷
病
名
等
｣
に

｢頸
椎
損
傷
｣
と
記
載
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
は
、
｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し
な
い
｣
傷
病

名
に
過
ぎ
ず
、
A
の
直
接
死
因
は
、
本
件
事
故
以
前

に
存
在
し
た
直
腸
が
ん
か
ら
の
転
移
に
よ
る
肺
癌
で

あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
病
死
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

か
ら
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
を

認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③
以
上
か
ら
す
れ
ば
、
被
告
は
、
国
家
賠
償
法
二
条

一
項
に
基
づ
き
、
A
が
後
遺
障
害
を
負
っ
た
限
度
で

原
告
ら
の
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
べ
き
責
任
が
あ

り
、
A
の
死
亡
に
つ
い
て
の
責
任
ま
で
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

3

過
失
相
殺
に
つ
い
て

A
は
、
自
転
車
を
運
転
中
に
、
本
件
緑
石
に
衝
突
し
、

身
体
が
一
回
転
す
る
形
で
投
げ
出
さ
れ
、
六
m
か
ら
七
m

先
の
路
上
に
頭
か
ら
落
下
し
、
四
肢
麻
痺
の
障
害
を
負
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
の
態
様
及
び
生
じ
た
結
果

並
び
に
本
件
事
故
現
場
が
長
い
下
り
坂
に
な
っ
て
い
た
こ

っ
て
重
大
な
後
遺
障
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
精
神
的
な

と
を
考
慮
す
る
と
、
A
は
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車

症
状
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
本
件
事
故
当
時
、
A

を
走
行
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

が
大
量
に
飲
酒
し
て
い
た
と
認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な

そ
う
す
る
と
、
A
に
お
い
て
は
、
本
件
事
故
の
発
生
し

く
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
被
告
の
主
張
は
、
採
用
す
る
こ

た
時
間
が
夜
間
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
本
件
事
故
現
場
が
長

と
が
で
き
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
A
に
お
い
て
は
、
本
件
事
故
の
発
生
し

た
時
間
が
夜
間
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
本
件
事
故
現
場
が
長

い
下
り
坂
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
減
速

を
し
た
上
、
前
方
を
注
視
し
て
、
自
転
車
を
走
行
さ
せ
る

べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
、
本
件
緑
石
へ

の
衝
突
と
い
う
事
故
自
体
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
可
能

性
も
あ
っ
た
、
な
い
し
は
、
仮
に
事
故
が
生
じ
た
と
し
て

も
、
四
肢
麻
痺
と
い
う
重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を

避
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
A
に
は
、
前
方
を
十
分
に
注
視
し
な
い
ま
ま
、
か
な

り
の
高
速
度
で
自
転
車
を
漫
然
と
走
行
さ
せ
て
進
行
し
た

過
失
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
加
え
て
、
本
件
事
故

当
時
、
A
は
、
缶
ビ
ー
ル
を
一
本
程
度
飲
酒
し
た
上
で
、

自
転
車
を
運
転
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
が
A

の
注
意
力
や
運
転
操
作
能
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い

と
は
い
い
切
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
を
考
慮
す
る

と
、
A
の
損
害
の
み
な
ら
ず
、
同
人
の
妻
子
で
あ
る
原
告

ら
の
被
っ
た
損
害
か
ら
、
そ
の
五
割
を
減
額
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。

な
お
、
被
告
は
、
A
は
本
件
事
故
当
時
、
大
量
に
飲
酒

し
て
い
た
と
主
張
す
る
が
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故

後
の
入
院
中
の
精
神
的
症
状
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
せ
ん
妄

に
よ
る
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
本
件
事
故
に
よ

4

結
論

の

一
審
原
告
B
子
は
、
一
審
被
告
に
対
し
、
国
家
賠

償
法
に
基
づ
き
賠
償
金
一
、
八
七
二
万
円
及
び
こ
れ

に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の

年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め

る
請
求
権
が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②

一
審
原
告
C
は
、
一
審
被
告
に
対
し
、
国
家
賠
償

法
に
基
づ
き
賠
償
金
五
五
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る

事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の

割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
請
求
権

が
あ
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

五

当
事
者
の
当
蕃
に
お
け
る
主
張
に
対
す
る
判
断

①

-
審
被
告
は
、
本
件
道
路
は
、
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
く
も
の
で
は
な
く
、
本
件
緑
石
の
設
置
･

管
理
に
は
何
ら
の
瑕
疵
も
な
い
と
し
て
、
夜
間
も
、

本
件
緑
石
付
近
は
明
る
さ
が
保
た
れ
て
い
る
の
で
、

本
件
緑
石
は
遠
方
か
ら
で
も
十
分
に
視
認
す
る
こ
と

が
で
き
、
本
件
事
故
は
、
A
の
不
適
切
な
速
度
と
方



法
に
よ
り
自
転
車
を
運
転
す
る
と
い
う
同
人
の
一
方

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
本
件
事
故
後
、
一
審
被
告
は
、

張
す
る
点
に
つ
い
て
も
、
本
件
道
路
の
設
置
･
管
理

的
過
失
で
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ど
と
し
て
、

本
件
緑
石
を
含
め
二
つ
の
緑
石
を
撤
去
し
た
こ
と
が

の
状
況
、

.牛

次
の
状
況
に
つ
い
て
別
記
の
と
お

原
判
決
に
は
事
実
誤
認
が
あ
る
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
原
判
決
掲
記
の
各
証
拠
に
よ
れ

ば
、
本
件
道
路
の
設
置
･
管
理
の
状
況
、
本
件
事
故

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
原
判
決
の
認
定
し
た
各
事
実

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
A
は
、

平
成
一
三
年
三

月
七
日
午
後
八
時
こ
ろ
、
本
件
道

路
に
お
い
て
、
自
転
車
で
走
行
中
、
本
件
道
路
上
に

固
定
さ
れ
て
い
た
本
件
緑
石
に
衝
突
し
、
そ
の
衝
撃

で
、
身
体
を
一
回
転
さ
せ
て
、
五
m
先
に
あ
る
別
の

緑
石
付
近
に
落
下
し
た
こ
と
、
本
件
事
故
現
場
は
、

A
の
進
行
方
向

(北
側
に
向
か
う
。)
に
沿
っ
た
一

方
通
行
の
規
制
が
あ
る
長
い
下
り
坂
に
な
っ
た
道
路

で
あ
り
、
西
側
に
は
歩
道
が
、
東
側
に
は
路
側
帯
が

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
件
緑
石
は
路
側
帯
部
分
に

存
す
る
こ
と
、
本
件
緑
石
は
、
従
前
、
本
件
道
路
の

東
側
の
歩
車
道
の
境
界
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
他
の
緑
石
は
、
ほ
と
ん
ど
が
撤
去
さ
れ
た
た

め
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
緑
石
及
び
そ
の
北
側
約

五
m
先
に
あ
る
別
の
緑
石
の
二
つ
の
み
が
残
さ
れ
て

い
た
こ
と
、
本
件
緑
石
の
形
状
は
、
幅
約
一
九
皿
、

長
さ
約
六
〇
皿
、
高
さ
一
〇
数
皿
で
あ
っ
た
こ
と
、

本
件
緑
石
付
近
に
は
、
街
路
灯
等
の
照
明
設
備
は
設

け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
本
件
道
路
を
北
に
向

か
い
進
行
す
る
と
、
緑
石
の
手
前
に
、
電
柱
が
設
置

本
件
緑
石
を
含
め
二
つ
の
緑
石
を
撤
去
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、

自
転
車
運
転
者
が
、
本
件
道
路
東
側
を
北
側
に
向
か

っ
て
走
行
す
る
場
合
、
前
記
電
柱
の
す
ぐ
先
に
本
件

緑
石
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
何
ら
走

行
に
支
障
の
な
か
っ
た
道
路
上
に
、
突
如
と
し
て
危

険
な
障
害
物
が
出
現
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
一

審
被
告
は
、
本
件
事
故
後
に
、
本
件
緑
石
を
撤
去
し

て
い
る
こ
と
を
も
考
慮
す
る
と
、
本
件
道
路
は
、
営

造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い

う
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
原
判
決
認
定
の
と
お
り
で
あ

る
。一

審
被
告
は
、
こ
れ
に
対
し
、
夜
間
で
も
、
本
件

緑
石
は
遠
方
か
ら
で
も
十
分
に
視
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
旨
主
張
す
る
が
、
こ
れ
を
認
め
る
に
足
り
る
証

拠
は
見
当
た
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
街
路
灯
等
の
照

明
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
等
の
前
記
状
況

の
下
で
は
、
む
し
ろ
、
本
件
緑
石
は
、
視
認
し
難
か

っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
事
故

態
様
か
ら
見
る
と
、
A
に
も
、
前
方
を
十
分
に
注
視

し
な
い
ま
ま
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車
を
漫
然

と
走
行
さ
せ
て
進
行
し
た
過
失
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
本
件
の
事
故
が
、
A
の
一
方
的
な
過
失

に
よ
り
生
じ
た
も
の
と
ま
で
は
い
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
の
ほ
か
、
一
審
被
告
が
事
実
誤
認
と
し
て
主

の
状
況
、
本
件
事
故
の
状
況
に
つ
い
て
前
記
の
と
お

り
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
原
判
決
に
一
審
被
告
の

主
張
に
係
る
事
実
誤
認
の
違
法
が
あ
る
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
審
被
告
の
上
記
主
張
は

採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

②
次
に
、
一
審
被
告
は
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
き
、

A
は
、
事
故
当
時
、
自
転
車
を
安
全
に
運
転
す
る
こ

と
が
困
難
な
ほ
ど
飲
酒
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
自
転
車
の
前
照
灯
を
点
灯
せ
ず
に
運
転
し
て
い

た
可
能
性
も
あ
り
、
同
人
に
は
、
少
な
く
と
も
九
割

の
過
失
が
あ
る
旨
主
張
し
、
一
方
、
一
審
原
告
ら
は
、

A
は
、
前
方
を
注
視
し
つ
つ
、
通
常
の
速
度
で
自
転

車
を
走
行
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
人
の
過
失
は

二
割
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
、前
記
①
の
事
故
態
様
に
よ
れ
ば
、

A
は
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車
を
走
行
さ
せ
て

き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、A
に
お
い
て
、

本
件
事
故
の
発
生
し
た
時
間
が
夜
間
で
あ
っ
て
、
か

つ
、
本
件
事
故
現
場
が
長
い
下
り
坂
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
相
当
な
減
速
を
し
た
上
、
前
方
を

注
視
し
て
、
自
転
車
を
走
行
さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
、
本
件
緑
石
へ
の
衝
突
と

い
う
事
故
自
体
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
な
い
し

は
、
仮
に
事
故
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
四
肢
麻
痺
と

い
う
重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
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が
で
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
A

に
は
、
前
方
を
十
分
に
注
視
し
な
い
ま
ま
、
か
な
り

の
高
速
度
で
自
転
車
を
漫
然
と
走
行
さ
せ
て
進
行
し

た
過
失
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
、加
え
て
、

本
件
事
故
当
時
、
A
は
、
缶
ビ
ー
ル
を
一
本
程
度
飲

酒
し
た
上
で
、
自
転
車
を
運
転
し
て
お
り
、
こ
れ
が

A
の
注
意
力
や
運
転
操
作
能
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
諸
事
情
を

考
慮
す
る
と
、
本
件
事
故
に
よ
る
損
害
に
つ
き
、
A

の
過
失
割
合
五
割
を
減
額
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
こ

と
は
原
判
決
の
認
定
す
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
、
一
審
被
告
は
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
き
、

A
は
、
事
故
当
時
、
自
転
車
を
安
全
に
運
転
す
る
こ

と
が
困
難
な
ほ
ど
飲
酒
し
、
ま
た
、
自
転
車
の
前
照

灯
を
点
灯
せ
ず
に
運
転
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
旨

主
張
す
る
が
、
一
審
被
告
の
同
主
張
事
実
を
的
確
に

認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、

一
審
原
告
ら
は
、
A
は
、
前
方
を
注
視
し
つ
つ
、
通

常
の
速
度
で
自
転
車
を
走
行
さ
せ
て
い
た
旨
主
張
す

る
が
、
本
件
事
故
態
様
等
に
よ
れ
ば
、
前
方
を
十
分

に
注
視
し
な
い
ま
ま
、
か
な
り
の
高
速
度
で
自
転
車

を
漫
然
と
走
行
さ
せ
て
進
行
し
た
過
失
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
は
前
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
審
彼
告
及
び
一
審
原
告
ら
の
上
記
各
主
張
は
い
ず

れ
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

③

一
審
原
告
ら
は
、
A
の
直
接
の
死
因
は
転
移
性
肺

癌
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
が
そ
の

死
因
に
多
大
な
る
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に
は
相

当
因
果
関
係
が
あ
る
旨
主
張
す
る
。し
か
し
な
が
ら
、

A
の
直
接
死
因
が
転
移
性
肺
癌
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ

が
本
件
事
故
前
に
切
除
術
の
行
わ
れ
た
直
腸
癌
の
転

移
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
当
事
者

間
に
争
い
が
な
い
こ
と
、
ま
た
、
証
拠
に
よ
れ
ば
、

｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し
な
い
が
I
欄

(直
接
死

因
等
)
の
傷
病
経
過
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
傷
病
名
等

に

｢頭
椎
損
傷
｣
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
｢直
接
に
は
死
因
に
関
係
し

な
い
｣
傷
病
名
に
過
ぎ
ず
、
A
の
直
接
死
因
は
、
本

件
事
故
以
前
に
存
在
し
た
直
腸
癌
か
ら
の
転
移
に
よ

る
肺
癌
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
病
死
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
と
A
の
死
亡
と
の
間
に

因
果
関
係
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
は
原
判

決
が
認
定
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

一
審
原
告
ら
は
、
そ
の
主
張
の
根
拠
と
し
て
、
A

は
、
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
の
た
め
抵
抗
力
が
極
端

に
落
ち
て
し
ま
い
、
そ
の
直
接
死
因
で
あ
る
肺
癌
に

罹
患
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
に
よ
り
受
傷
し

て
い
な
け
れ
ば
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
検
査
を
受

け
、
こ
れ
に
よ
り
癌
を
早
期
発
見
し
、
必
要
な
治
療

を
し
て
治
癒
す
る
こ
と
が
十
分
に
可
能
で
あ
っ
た
旨

主
張
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ

て
も
、
A
に
つ
き
、
前
記
直
腸
癌
の
切
除
以
降
に
お

い
て
肺
癌
が
発
症
し
た
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
ず
、
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
に
よ
り
前
記
直

腸
癌
が
肺
癌
に
転
移
し
た
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
、
ま
た
、
仮
に
本
件
事
故
に
よ
る
受
傷
が
な

け
れ
ば
可
能
で
あ
っ
た
検
査
及
び
治
療
を
行
え
ば
、

A
が
肺
癌
に
よ
り
死
亡
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
認

め
る
こ
と
も
で
き
な
い
こ
と
に
照
ら
す
と
、
本
件
事

故
と
A
の
肺
癌
に
よ
る
死
亡
と
の
間
に
相
当
因
果
関

係
が
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
と
い
う
ほ
か
な
い
。
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よ
っ
て
、
一
審
原
告
B
子
の
本
件
請
求
中
、
被
控
訴
人

に
対
し
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
賠
償
金
一
、
八
七
二
万

円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法

所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求

め
る
請
求
は
、
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
認
容
す
べ
き
で

あ
り
、
そ
の
余
の
請
求
は
、
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄

却
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
一
審
原
告
C
の
本
件
請
求
中
、
一
審
被
告
に
対

し
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
賠
償
金
五
五
万
円
及
び
こ
れ

に
対
す
る
事
故
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五

分
の
割
合
に
よ
る
遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
る
請
求

は
、
理
由
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を
認
容
す
べ
き
で
あ
り
、
そ

の
余
の
請
求
は
、
理
由
が
な
い
か
ら
こ
れ
を
棄
却
す
べ
き

で
あ
る
。
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